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ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）の
精度を向上させることに成功 

 GWも明け、これから暑くなる季節ですね。下敷

きをウチワ代わりにバタバタ・・・。お行儀が悪い

なんて怒られている人はいませんか？ところで、

本来の役割と違う使い方をすることで人間の

役に立つタンパク質の研究が発表されました。 

 DNA鑑定という言葉を聞いたことがある人も多

いと思います。犯罪捜査では有名ですが、ごく微

量の生体組織から、DNA配列を調べることで、そ

の持ち主の特徴を調べる技術です。そのために

はごくわずかな数のDNA分子を、解析が可能な 

数まで増やす必要があるため、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）という技術が使われています（1993年ノーベ

ル化学賞）。これは元のDNA分子を複製することをくり返し、数時間で10億倍以上に増やすという技術です。

しかし、ここで問題になるのが複製の正確さです。くり返しの途中で複製エラーが起こると、誤ったDNAが混

ざったまま増えてしまい、正確な配列がわからなくなってしまうのです。 

 そこで、理化学研究所、放射光システム生物学研究グループの福井健二研究員らは、タンパク質MutSを

使って、PCRの精度を向上させることを試みました。MutSの本来の役割は、細胞分裂中に起こるDNA複製の

とき、エラー配列のDNAを探し出してそこに結合し、DNAを修復するタンパク質を呼んでくることです。この時

MutSだけではDNAに結合したままで修復反応は起きません。そこで、PCRの反応液にMutSを加えれば、複

製エラーが生じたときにMutSが結合したままになり、エラーDNAの複製を邪魔できるのではないかと考えま

した。実際に調べてみると、PCRによって間違った配列になる量が約3分の1に減少したのです。 

 直すためのしくみを邪魔するために使うなんて、発想の転換の勝利！といったところでしょうか。皆さん

も、普段使っている道具の意外な使い方を考えてみては？ 
参考：http://www.spring8.or.jp/ja/news_publications/press_release/2013/130409 
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今回紹介したのは、僕 

の出身ラボの研究成果 

です。PCRで使われている、 

DNAを複製するタンパク質や

MutSは、温泉が好きな「好熱菌」

という細菌からとったものなんです

よ。 

 

 

URL:http://someone.jp        

携帯電話にも対応しています 

リバネスでは高校生向けのサイエンスメディアsomeoneを発刊してい 

ます。Webサイトでは雑誌に載せきれなかった面白いサイエンスを届 

けています。会員登録募集中！ 

  ・自分がやりたい研究を見つけてみたい人 

  ・最先端の科学で何が起きているのかを知っておきたい人 

  ・何より、好奇心にあふれちゃってる人 

いつもあなたのそばにサイエンスsomeone 

サイエンスメディアsomeone 検索 

新しい使い方を見つけました 


